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理事長　百瀬邦和

　タンチョウ保護研究グループは NPO 法人として発足してから 2 年
目を迎えました。昨年度は、北海道のタンチョウの現状を把握する
ための基礎調査として本グループが活動の柱としている繁殖期の飛
行調査、ヒナの標識調査、冬の総数カウント調査を継続したほか、
タンチョウ保護のための初めての国際会議を行ないました。
　会議では、タンチョウの半数以上が生息している大陸の自然環境
の変化が、私たちが認識していた以上に深刻であることが報告され
ました。一方、北海道のタンチョウは依然増加を続けていますが、
牛などの飼料を食べに牧場に通うツルがトラブルを起こし、また牧
場や給餌場にある人工物をつつくことでツル自身が被害を受ける事
故も発生しています。一方、この春鳥インフルエンザに感染したハ
クチョウが見つかったことは、給餌場に集中しているタンチョウに
病気が大規模に発生する危険が現実の問題として登場してきました。
　この会議の目的は、私たちを含めて参加者がタンチョウの保護に
向けた具体的な活動を開始することにあります。まず北海道でタン
チョウの分散化を進めること、そして生息地の自然環境の回復を目
指した活動を始めることで、大陸での活動を応援することにつなが
ると信じています。
　今年開始しようとしている新たな取り組みについては、順次報告
いたします。
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高嶋賢治・井上雅子
オス「０１６※」３歳で繁殖する！

※タンチョウの足に標識（足環）を付け、個体識別をすることによって、野生のタンチョウの生態を調べる調査

が 1988 年から続けられています。足環は長さ 7センチ程度の金属もしくはプラスチック製で、多くのものは黄色

です（一部、赤・青・緑のものもあります）。遠くからでも個体識別ができるように、黄色地の上に記号が大きく

書かれています。記号はアルファベット１文字と数字２桁の組み合わせ（例：K01）と数字３桁のもの（例：016）

があり（これも一部例外があります）、この記号が個体の「名前」となります。足環の付けられたツルの殆どは生

まれた年、場所、性別などが分かっており、寿命や行動範囲などさまざまな情報をもたらしてくれます。

　「016」は、2005 年 8 月 8 日、釧路市美濃で 2 羽連れ

ヒナのうちの 1 羽として足環を付けられました。体重は

4050g、生後 2 ヶ月くらいでしょうか、その後オスであ

ることがわかりました。

　この「016」が釧路市丹頂鶴自然公園に飛来したのは

2007 年 3 月 19 日。亜成鳥 2 羽連れのうちの 1 羽に黄

色の足環が付いていて、3 月 26 日にはこれが「016」だ

とわかりました。すぐに第 6 牧区にいたメスの「エムコ」

のケージに入り、お互いに気に入ったようです。

　「エムコ」は 1993 年 5 月 28 日動物園生まれ、新し

いペアリングをさせたいという人間の勝手な計画から、

2006 年 2 月に 10 年連れ添ったオスと分けられてしま

い、それからずっと単身で淋しい思いをしてきました。

「016」が飛び込んだ翌日には鳴き合いをしていたという

ので、お互いに一目惚れだったのかもしれません。

　4 月 6 日には、「エムコ」の給餌バケツからウグイを

食べているのが確認され、どうやら「016」はここで暮

らしていくことに決めたようです。

　5 月 10 日には「016」の初換羽が始まり、5 月 13 日

には「エムコ」が産卵しました。5 月 19 日、24 日にも

それぞれ 1 卵ずつ産卵しましたが、すべて無精卵でした。

　7 月 9 日には、「016」の換羽後初めての飛行を確認、

その後 9 月下旬まで、ケージ内の草刈りが始まると飛ん

で出て行き、また戻ってくることを繰り返していました。

　2008 年 3 月 18 日、観覧通路からもよく見える場所

で営巣し、「エムコ」が産卵しました。3 月 22 日には受

精の有無を確認するために擬卵と交換、2 卵とも有精卵

とわかったので、4 月 7 日には 2 卵とも戻しています。

　「016」がこのまま「エムコ」と暮らすのであればきち

んと名前をつけてやりたい、ついては「美濃」で足環を

付けられたことから、戦国時代に美濃を支配した斉藤道

三に因んで 016 を「ドウサン」名付けたい、ということ

で名前が決まりました。

　4 月 21 日には 1 羽が孵化、「ドウサン」がかいがいし

くヒナの世話をしている様子が見られました。しかしも

う 1 卵は孵化しません。卵があるとヒナに集中できない

ようなので 4 月 23 日には採卵しました。とっくに抱卵

日数を過ぎていたので開けて見たところ、後期中止卵で

あることがわかり、酪農学園大学獣医学部へ研究材料と

して提供されました。

　オスは自分の生まれた土地の近くで繁殖する傾向があ

ると言われています。今回もそれを実証した形になりま

した。足環を付けられたのは「美濃」ですが、ここでは

営巣が見つかっていないので、美濃から北西へ 2km ほ

ど行った下仁々志別で繁殖した家族かもしれません。

　「エムコ」という家付き餌付き繁殖経験ありという相

手を見つけた「ドウサン」は、3 歳で父親となりました。

手元にある記録では最年少繁殖成功例の一つです。

　ペアを分けた張本人として、「エムコ」には申し訳な

いことをしたという思いがずっとあったので正直ホッと

しています。ちょうど今年は鶴公園の開園 50 周年。新

しいペアの誕生と 4 羽のヒナの孵化を成功させたツルた

ちに、改めて感謝しているところです。



Tancho (4)              3 

２歳 ３歳 ４歳 ５歳
メス T79

40V

T69

T91

T92

25V

72V

82V

R00

T41

T43

T53

T71

T98

11V

15V

26V

54V

オス (T97) 91V

016

T40

T63

T77

T29

T55

T61

T96

44V

正富宏之・井上雅子
繁殖を始めるのは、いくつからですか？

表　初めて育雛に成功した年齢

注：表の中の記号と数字は標識個体番号を示す。

　ヒトはいくつから子供を生めるかといえば、普通、

１３～１５歳からです。ただ、これはあくまでも一般的

な話で、個人個人で異なりますし、もし問いをちょっと

変えて「いつ生むか」にすると、それはもうヒトさまざま、

となります。

　さて、タンチョウが何歳で繁殖をはじめるかを知るに

は、生まれた年が分からないと、話になりません。それ

が分かるのは、標識をつけた個体か、動物園などにいる

顔見知りのツルに限られます。しかし、飼育は特殊な条

件下ですから、同じ繁殖年齢のことを述べるにも、「野生」

と「飼育」は区別して語る必要があります。

　もう一つ、区別することがあります。それはオスとメ

スの違いです。飼育下でメスが３歳で卵を産んだ例は、

いくつも知られています。したがって、２歳鳥の例外的

な産卵もありますが、一般にメスは３歳で卵を産める、

と言って間違いありません。

　しかし、オスの場合は、卵から雛が孵るか、無精卵で

ないことが証明されないかぎり、本当に子供をつくった

の？と疑われても、しかたありません！

　０１６の例は、まさにその確実な証明です。釧路市動

物園の記録では、オスが４歳で繁殖した例が二つありま

す。ただし、釧路市丹頂鶴自然公園（通称ツル公園）で

長いこと飼育をされた高橋良治さんによると、オス・メ

スとも３歳の繁殖例があるそうです。

　では、野生のツルはどうでしょうか。初めて幼鳥を連

れて「人前へ」現れたときを、年齢別にまとめたのが右

下の表です。このほか、６歳から９歳までに、初めて子

を連れてきた番いも少数います。

　ここでいう「人前へ」とは、多くの場合、越冬地のこ

とです。しかし、越冬地へ現れるのは、生まれた雛の３

割ほどしかいませんから、早くに雛が死ぬと、その親の

繁殖記録は残りません。

　つまり、表は、初めて「越冬期までうまく子を育てた

年齢」なのであって、繁殖開始年齢と必ずしも一致しま

せん。例えば、３歳で育雛までしたのに、事故で雛が人

知れず死ねば、その番いは繁殖しなかったことになって

しまいます。「なかったことにしよう」というテレビコ

マーシャルが近頃流れていますが、まさにそれです！

　ここで問題は、一連の繁殖活動の、どの時点で繁殖し

たと認定するかです。産卵なのか、孵化なのか、それと

も次世代を育てたときか、などですが、複雑になるので、

この話はまたのことにします。が、ここではひとまず、

雛が孵化したとき、オスもメスも繁殖能力を持つことを

証明した、ということにしましょう。

　とすると、繁殖開始年齢は３歳からとなります。しか

し、表に示すように、実際にうまく育てるのは、もう少

し経験を積んでから、といえます。

　ところで、表のＴ 97 は、２歳で子を作ったようにみ

えます。彼は、雛を連れた家族の一員（父親）として根

室でみつかりました。が、それは一時的な継父で、子供

と血のつながりはなかったようです。

　しかし、子育て中に夫婦の一方が死ぬと、まもなく後

妻や後夫（？）を迎えることも知られています。とする

と、表のツルの中にそうした例、つまり一見実子のよう

で、実は前夫・前妻の子の場合が含まれるかもしれませ

ん。もっといえば、浮気をしたときの相手の子というこ

とだって、あるかもしれません。

　話は、やっかいなことになってきました。結局、確実

な繁殖の判定には、親子のＤＮＡ鑑定が必要です！

　ツルは一般に２歳で精子や卵子を作りますから、生理

的に繁殖は可能で、カナダヅルなどでは、２歳の繁殖例

もあります。さらに、ツルの種類によりますが、野生よ

り飼育下の方が、繁殖は早くなる傾向があります。タン

チョウもそうしたツルの仲間です。

　ともあれ、繁殖の開始や成功の程度は、さまざまな条

件や、ツルのおかれている状態により異なります。した

がって、環境の変化や群れの生活状態が繁殖に影響を与

え、ひいてはツルの数にも関わります。この点はヒトと

同じですが、残念ながら、野生タンチョウの繁殖開始年

齢一つとっても、まだまだ不十分な資料しかありません。

より正確なデータを集めること、それが課題です。
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第３話「友情と愛情と兄弟愛と・・・」
　　　　　　　　　　　　　　　　西岡　秀観

　シリーズ　標識物語　～名前の付いたタンチョウ～

　2006-2007（平成 18 年度）、2007-2008（平成 19 年

度）シーズンは、この４羽に大変驚かされるシーズンと

なりました。まず、登場人物（ツル？）の紹介です。

K08：2004 年釧路市動物園生まれ（♂）　K07 と兄弟

K09：2004 年

　釧路市動物園生まれ（♀ )

　見てのとおり、全て 2004 年生まれの同級生、オス２、

メス２で、人間であればカップル２組できてもおかしく

ない組み合わせですが、この４羽に何が起きたのでしょ

う？

　2006 年秋、K07 と K08 は、鶴居村中雪裡を中心に、

常に一緒に行動していて、この関係は、2007 年２月ま

で続きました（下写真）。

　もう一方の 40P と K09 は、2006 年秋は鶴居村下雪裡

で一緒に行動し、冬には一緒に阿寒へ移動し、阿寒の給

餌場でもずっと一緒に行動していたため、「本当にメス

同士 ?」と噂されるほど仲良しでした。

　そして、2007 年３月に最大の出来事が・・・。

　K09 が、鶴居村のサンクチュアリに飛来してきました。

40P は付いてきませんでしたので、阿寒で別れたようで

K07：2004 年釧路市動物園生まれ（♂）　K08 と兄弟

40P：2004 年　　

根室市生まれ（♀）

共に行動する K07 と K08
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す。友達に彼氏でも出来て一緒に居づらくなったのかど

うかは知りませんが、K09 も彼氏探しを始めたのかと

思った頃、サンクチュアリに来てわずか１週間で K09 と

K07 の交尾が確認されました。これを目撃した関係者は

「非常にショック !!」だったそうです。それは、阿寒での

観察状況から「K09 の♂疑惑」があったからです。K07

と K09 は、それまで中雪裡と阿寒に居たので面識はこ

の１週間くらいしかなかったはずなのに、いきなり交尾

をするとは誰も思っていませんでした。その頃の K07 と

K08 の関係ですが、独立心が芽生えてきたのか、徐々に

お互いの距離を取るようになっていました。これで、「K07

と K09 はカップルになった。あとは、K08 が相手を見

つけるかな？」と心配の先は K08 だけになりました。

　2007 年３月中旬になり、K08 にも「お相手かな？」

と思われる個体（標識なし）と下雪裡で行動を始めた頃、

K07 と K09 の電撃離婚が判明！！　サンクチュアリで

は、K07 だけが確認され、K09 が居なくなっていました。

　わずか１週間でくっつき、その後２週間ほどで別離れ

るとは・・・。そして、春を迎えました。それぞれ、ど

のような結果になったでしょう？

　K07：４月、サンクチュアリに現れる。

　K08：４月、サンクチュアリに現れる。（あれ、また兄

弟一緒？　彼女は？？）

　K09：中久著呂に移動、その後確認されず。

　40P：阿寒の給餌場を離れてからは確認できず。

　そして、2007-2008（平成 19 年度）シーズンを迎え

ました。K08 は、発信器を付けているので行動範囲がわ

かりますが、お相手の存在まではわかりません。秋にデ

ントコーン畑で確認したときは近くに寄り添うような個

体がいたのですが、冬に入り給餌場では１羽で行動して

いることが多く見られ「必殺遊び人？」と呼ばれてしま

うかも・・・。

　K07 は、秋にデントコーン畑で確認されていたのです

が、K08 とは別行動をしていました。ある日、私は K07

と K09 が一緒にいるところを見つけ、「あれ？　よりが

もどったのかな？？ていうか K09 は今までどこにいた

の？？？」とビックリしましたが、そのシーズンの冬の

給餌場では、常に２羽で一緒に行動し、求愛ダンスも披

露していました。

　なにがあったのか、言葉がわかれば聞いてみたいとこ

ろです、芸能レポーターみたいに。本当に、タンチョウ

も人間と似たような付き合い方をしているんですね。こ

れからもどんな行動（生態）を見せてくれるのか目が離

せません。

　

　次回は、第４話「口が悪い !?（19V ほか）、母性本能

全開？（39P、019）」を掲載します。

　 お楽しみに。

いつも一緒にいる K09 と 40P

カップルになった K07 と K09

ダンスをする K07 と K09
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　２００７年度　活動・財務報告
2007 年度活動状況をおしらせします。

○　繁殖状況委託調査（航空機による調査）

　2007 年 4 月 16-29 日、5 月 23-25 日に開発局の防

災ヘリとセスナ機とで実施した。5 月下旬に日本鳥類保

護連盟が実施した環境省の調査を含めて、道東全域で２

回の飛行調査を行なったことになる。別に環境省が行っ

たサロベツを含む道北地域での調査結果をあわせると、

354 番いの繁殖つがいを確認した。

○　標識調査

　2007 年６月 16 日に釧路市内で２回、６月 17 日に

帯広市内で２回の計４回事前説明会を実施した。十勝、

釧路、根室地方で事前調査を行なったのち、捕獲・標識

調査は 6 月 23 日より 8 月 5 日まで、計 15 日調査を実

施した。参加者は計 75 名、のべ 208 人で、21 羽のヒ

ナに標識した。

○　標識鳥追跡調査

　標識調査終了後の 9-3 月に標識鳥確認のための追跡調

査を行い、146 羽の標識個体を確認した。

○ 総数調査

　2008 年 1 月 19-29 日に鶴居村中雪裡、下雪裡、阿

寒町 23 線、音別町中音別、標茶町中茶安別ほかの給餌

場で一斉調査を行ったほか、根室・釧路・十勝の各支庁

管内で現地調査と聞き取りにより越冬状況を確認した。

参加者は計 48 名、のべ 127 人であった。その後に確

認された標識個体等の記録を総合すると、総数は 1,248

羽となった。

○ 講演・講習会

　2007 年 6 月 15 日に釧路市生涯学習センターにおい

て、寺岡宏樹理事による「道東におけるタンチョウの生

息環境：重金属汚染の現状」を行った。国際ワークショッ

プ期間中の 11 月 22 日、釧路市博物館に於いてワーク

ショップ参加者４名による講演会「東アジアに於けるツ

ルの今～保護の現場から～」を開催した。

○ 会報等

　会誌「Tancho」第１号を 2007 年 9 月に、第２号を

2007 年 12 月に、第３号を 2008 年 3 月に発行した。また、

2007 年 10 月に TKG ニュースを発行し標識調査の参加

者ほかに送付した。

○ 国際ワークショップ

　2007 年 11 月 19-23 日の５日間、中国・韓国・ロシ

アおよび国際ツル財団から計８名を招聘し、日本の 10

名を交えて鶴居村のホテルで集中討議をおこなった。

○ 生息環境保全調査

　2007 年 8 月以降、繁殖期の行動追跡調査、営巣環境

現地調査（7 ヶ所）、餌資源としての生息生物調査、冬塒

の現地調査（5 ヶ所）、冬期自然索餌場における終日観察、

冬期自然索餌場での索餌状況観察、冬期自然索餌場とし

ての湧水地調査、塒および自然索餌場の積雪期飛行調査

を実施した。

○ 提言等の事業

・標津川自然再生のための環境調査に際して、繁殖中の

タンチョウ生息状況の地上観察と現場での作業の際の注

意事項の提言

・ 北海道縦貫自動車道：阿寒 - 釧路道路の環境調査に対

する提言

・十勝川築堤工事に際してのタンチョウに配慮すべき注

意事項についての提言　

○ タンチョウの将来を考えるワークショップ開催　

　環境省の委託により、2008 年 3 月 22-23 日の２日間、

北海道内のタンチョウ関係者 9 名によるワークショップ

を開催した。

2007 年度会計収支（単位：円）
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＜ 2008 年度事業計画＞
◎タンチョウその他ツル類の生態及び生息環境調査・ 

　研究事業　　　　　

　・ タンチョウ繁殖状況委託調査

　・ タンチョウ繁殖状況調査

　・ タンチョウ標識調査

　・ 標識鳥追跡調査

　・ タンチョウ生息環境保全調査

　・ タンチョウ総数調査

　・ 放鳥個体の PTT（人工衛星対応型発信器）によ

　　 る追跡

　・ 残留重金属の分析

◎タンチョウその他ツル類保護に関する教育普及事業

　・ タンチョウその他ツル類に関する講演・講習会

◎タンチョウその他ツル類に関する提言及び情報発信

　事業

　・ 提言等の事業

　・ 会報の発行等

　・ ホームページ制作

　・ サポート会員募集のためのリーフレット作成

　・  標識個体の情報展示

◎アジアに生息するツル類保護に関わるネットワーク

　推進事業

　・ タンチョウ保護のための国際ワークショップ

◎タンチョウ保護に関わる機関・施設との連携及び

　受託事業

　・ 傷病個体の保護収容への協力、等

◎その他この法人の目的を達するための事業

　・ 世界のツル関係者との交流及び情報交換、等

　タンチョウが湖上に飛ぶ姿を描いた千円記念貨幣

が、七月に造幣局より販売される。（地方自治六十年

記念貨幣・北海道分、販価六千円）　また同一デザイ

ンの切手と共に、後藤昌美さん撮影の釧路湿原で憩う

タンチョウを背景に用いた、ふるさと切手小型シート

も、七月一日に発売される。（地方自治法施行６０周

年記念シリーズ北海道、四百円）

　タンチョウが、どこを飛んでいるのか、気になると

ころであるが、報道によると、片無去川でも、火散布

沼でもなく、なんと洞爺湖らしい。（財務省のホーム

ページに、はっきり「洞爺湖とタンチョウ」と書いて

いる）

　 ウトナイ湖あたりまで遠征する途中か、あるいは北

海道全体にタンチョウがいた江戸時代のことかと思っ

たが、どうも、これは、やはり七月にある北海道洞爺

湖サミットに便乗しての空想らしい。サミットに集う

各国首脳にも、できれば野生のタンチョウを見てもら

いたいものだ。しかし、そのためには、現状では、道

東にきてもらわなくていけない。

　タンチョウが道東の狭い範囲に集中しているのは不

自然だし、感染症などが蔓延すれば全滅しかねないと

は、だれもが、わかるはずだ。また、保護により、頭

数が増えたのに、生息適地の湿地帯は、過去の開発で、

あまりにも減少しすぎており過密状態だ。湿原の面積

を増やし、さらに広範囲に生息地を広げることは、タ

ンチョウの未来を守るため、必要だ。

　釧路湿原は、小さな動きながら、すこしずつでも湿

地を復元しようという動きがあるが、道東以外でも、

開発されながら、遊休地となっているところを、積極

的に湿地に復元することができ、道央なら、ウトナイ

湖に連なる地域や、苫東の勇払原野などが、再びタン

チョウの巣となれば、過去の姿でも、空想でもなく、

本当に洞爺湖上を飛ぶ姿が、見られるかもしれない。

空想に終わらせてはいけないであろう。（2008/05/13）

記念硬貨図案（財務省ホームページより）

タンチョウ、洞爺湖に舞う　　　　　　白谷和明

会員の白谷様からご寄稿いただきました。皆さまからのご投稿をお待ちしております。

♪essey♪
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事務局だより

<活動記録 >
　〈活動記録　（2008 年 3 月～ 2008 年 6 月）〉

3月22-23日　「タンチョウの将来を考えるワークショッ

プ」開催

4 月 4 日　運営会員連絡会

4 月 6 日　会誌「Tancho」第 3 号発行

4 月 16 ～ 29 日　第１次タンチョウ繁殖状況調査 

5 月 2 日　運営会員連絡会

5 月 23 日　理事会開催（於：釧路市民活動センター）

5 月 24 日　総会（於：釧路市中部地区コミュニティー

センター）

5 月 21 ～ 6 月 2 日　第２次タンチョウ繁殖状況調査

6 月 6 日　運営会員連絡会

6 月 10 日　TKG ニュース第 47 号発行

6 月 14 日　タンチョウ標識調査説明会（釧路）

6 月 15 日　タンチョウ標識調査説明会（帯広）

6 月 20 日～　タンチョウ標識調査

6 月 28 日　G, アーチボルド博士 ( 国際ツル財団 )

                    講演会（於：釧路市立博物館）／交流会

e-mail:  tancho1213@pop6.marimo.or.jp
URL:   http://www6.marimo.or.jp/tancho1213

＜表紙写真＞

　丹頂鶴自然公園で３歳で繁殖したドウサン

（右・016）、エムコ（左・KZ5）の親子

　撮影　西岡秀観　

　撮影日　2008 年 5 月 11 日

百瀬理事長の活動がテレビで紹介されます！

9 月 7 日（日）午前 10 時 55 分～ 11 時 25 分

札幌テレビ（STV)「Ｄ！アンビシャス」

　　　　　　　　　　（道内のみの放映です）

皆さま、是非ご覧ください！！

<役員および会員>
　今年度の役員と、現在の会員数は以下の通りです。

役員（任期は 2010 年３月 31 日まで）

理事：　石弘之、胡東宇、寺岡宏樹、花輪伸一 . 正富

宏之、正富欣之（副理事長）、宮田春夫、百瀬邦和（理

事長）、山根みどり　監事：蛭田眞一、宮崎俊次

会員（6 月末日現在）

・運営会員　24 名（北海道 19 名、新潟県　1 名、神

奈川県　1 名、東京都　1 名　兵庫県　1 名、中国　

1 名）

・ 個人サポート会員　94 名（北海道　61 名、長野県

10 名、東京都 6 名、兵庫県 4 名、大阪府 3 名、神奈

川県 3 名、千葉県 2 名、京都府 1 名、茨城県 1 名、

島根県 1 名、　愛知県 1 名、フランス 1 名）

・ 団体サポート会員：8 団体（北海道　6 団体、大阪

府 1 団体、韓国 1 団体）

春に行った調査や講演会の内容につきましては、次号お

伝えする予定です。

G・アーチボルド博士講演会

タンチョウ繁殖状況調査


